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教室に入れない女子生徒との関係づくりのプロセス

一一支援者の役割に着目して一一

長井亮太

Building Relationships with Students with Classroom Difficulties: 

1. 研究の背景・目的

Supporters' Contribution 

RyotaNAGAI 

文部科学省(2016)の「不登校児童生徒への支援に関する最終報告」によると、近年横ばい状態

であった不登校児童生徒数が平成25年度、 26年度と 2年連続で増加しており、依然として深刻

な状態が続いている。不登校傾向の子どもは、クラスでの自分の立ち位置や役割に悩み、そのこ

とが登校意欲を削いでしまうことや、クラスに馴染めないことに罪悪感を抱えてしまう場合があ

る。登校できない状態が続くことは、不登校児童生徒にとっては否定的感情や信念に二重にも三

重にも取り固まれることを意味し、精神的に極めて苦しい状況に追い込まれていると言えるであ

ろう。

本研究では、ある中学校の「学習室」と呼ばれる部屋で別室登校をしている生徒たちに着目し、

支援員という立場から別室登校を続けている生徒たちとの関係性を構築しつつ、その中で読み取

ることができた支援対象生徒の変化の過程をたどり、別室登校生徒に対する支援の在り方を明ら

かにすることを目的とする。

樋口(2013)の適応指導教室に関する研究では、適応指導教室で、異なる支援目標のもとで支援

が行われた結呆、いかなる効果があったのかを調査しており、「単に「学校復帰」のみを単独の支

援目標とする場合の効果よりも、「心の居場所」支援から「学校復帰」支援へと二段階の支援目標

を設定する方が、「学校復帰』率が高くなることが窺えるロJ(樋口 2013)と述べられており、こ

のことから、支援対象生徒との聞に一定の人間関係を作ることで、学習室が心の居場所となり、

登校への一助になるのではないかと考えた。

2. Aとのこ者闘係の構築

(1)目的

別室登校生徒のうち、 1人の女子生徒A焦点を当て、彼女と支援員との関係づくりを進める中

で、まず第 1に支援対象生徒と支援員との二者関係の変容過程を明らかにする。第2に、支援対

象生徒と支援員の二者関係だけでなく、学校に存在する様々な支援者との関係の中で変容してい

く対象生徒の観察を通して、それぞれの支援者が持つ役割を明らかにする。

(2)方法

4月から支援員として B中学校に所属し、 1年生学級・特別支援学級・学習室の 3か所で支援

活動を行って来た。関わりを持った生徒たちの中で、学習室に登校する 1人の女子生徒Aを参与

観察対象に選び、観察対象生徒Aとの対話や行動観察結果をフィールドノートに記録した。フィ

ールドノートは、主にAと人間関係の変化に着目し、対話の内容やAの行動特徴、 Aと他の生徒
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や職員の関わりの様子などを記録した。

このようにして収集されたフィールドノ」トの記録を分類・整理し、生徒指導支援領域に所属

する教員・大学院生との集団的検討を経て、これまでのニ者関係の変容を第1期から第5期まで

の段階に分けて記述し、「筆者と Aの三者関係の考察Jr各支援者たちの活動Jr登校のきっかけJ

の3つの観点からまとめた。

(3)結果と考察

筆者と Aの二者関係の変容を以下の表 1にまとめた。
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4月から 10月までの 7ヶ月間， 12回の面談を実施する中でAとの関係性の変容を第 1期から

第5期の5段階に分けて分析した結果、表1に示すように徐々に関係性が近づいていく様が見て
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取れた。比較的スムーズにAとの関係づくりを進めることができた背景には、 Aとの聞に共通の

趣味があり、共通の話題があることが二者間のコミュニケーションの心理的なハードルを下げた

ためだと思われる。第 1期ではその共通の話題を用い、当たり障りのない会話を続けていたが、

第2期ではA自身の複雑な家庭や過去にあったこと、将来の進路のことなどの自己開示をするよ

うになり、第3期で休養期として欠席が続いたものの、第4期では、軽口など気を許して話せる

存在として捉えていることが覗え、二者関係の進展が感じられた。第5期では第三者の生徒の話

題が出始め、彼らと A自身を比較したことによって生じた不安や葛藤を吐露する場面も見られた

が、再び欠席が目立つようになり、ほとんど登校できない状態に戻ってしまった。

また、 Aとの関係作りをする過程でAの周りの支援者の活動が見えてきた。そこで， Aと直接

的な支援関係を持つ学級担任，相談員，特別支援教育コーディネータ及び支援員(筆者)の活動

を比較したところ，それぞれの支援者の活動は IAとの直接コミュニケーションJr学習支援JI行
事等の情報提供Jr電話連絡・家庭訪問」の 4つに分類され、各支援者で支援の頻度が違うこと

が明らかになった。

表 2 各支援者の支援内容と頻度

直接コミュニケーション 学習支援 行事等の情報提供 電話連絡・家庭訪問
担任 。 。。 000 
相談員 000 。 000 000 
コーディネータ。 。。 000 
支援員(筆者)000 000 

表 2から、それぞれの支援者で活動に大きく差があり、それぞれの立場で得意分野があること

がうかがわれる。お互いがそれぞれの支援者の活動を把握し、補い合って支援にあたることが大

切になってくるはずである。その中でも、京都府教育委員会(2012)の調査が明らかにした、直接

的コミュニケーションの大切さを踏まえると、共に過ごす時聞が長い相談員や支援員の立場から、

不登校問題解決の糸口が見えてくるのではないかと考えられる。ただし、それぞれの支援者で得

手不得手があるので、それぞれの得意分野を活かして支援していかなくてはならない。そのため

にも各支援者間での情報共有を積極的に図り、知りえた情報や支援対象者の状態などを共有し、

それぞれの支援者が本人や保護者にとってより良い対応ができる準備をしておくべきである。

また、 Aとの関係性の構築を進めていく中で、効果的な関係づくりと、 Aを取り巻く支援者の

活動が明らかになり、その結果、『気の合う他者』と『学校行事』の 2つの要素が彼女の登校の

きっかけになりうるのではないかと考えた。

Aは別室登校生徒の中では比較的コミュニケーション能力が高く、筆者とも初対面のうちから

打ち解け、積極的に会話ができていた。しかし、それは共通の話題によるところが大きく、特定

の人間以外とはコミュニケーションをとっている姿が見られなかった。相談員や担任等の学校職

員とは学校関連の話題があり、筆者とは共通の趣味があり、そういった面で学校の職員とはコミ

ュニケーションをとることができているが、同じ別室登校をしている生徒とはほとんど会話する

場面が見られなかった。このことから、 Aは共通の話題を持っている相手とは会話しやすく、関
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係を構築しやすいことがうかがえ、昨年度の出席状況と今年度前半の状況から判断すると、構築

した人間関係が登校のきっかけになりうるのではないかと言える。

学校行事に関しては、昨年度と今年度のAの記録を見ると、見学など参加の形は様々ではある

が、学校行事への参加率は高く、昨年度から見学という形でなら参加できている。今年度も体育

祭の全体練習や学年練習を見学できており、本番も遠くから見学しており、今年度の修学旅行に

関しては、修学旅行の説明を行う学年集会にも近くで見学する形で参加できており、当日もクラ

スの班で一緒に宿泊し、行動できていた。このように、学校行事を有効な登校への手立てと考え

ることもできる。しかし、必ずしもうまく機能するとは言えず、新たな問題を発生させてしまう

恐れもあることから、注意が必要である。

3学級担任と学校相醸員のインタビュ一分析

(1)目的

Aの主な支援者である学級担任の C先生左、学校相談員のDさんにインタピ‘ューを行い、それ

ぞれの立場から Aにどのような風にかかわっているのか、どのような支援をしているのか、支援

するにあたって困っていることは何かを調査し、両者の連携点・支援の工夫可能性を、支援員と

して関わっている筆者の視点から考察することを目的とする。

(2)方法

学級担任の C先生と相談員のDさんに、それぞれ 10分程度のインタビューを 1回行い、現在

のAの支援について、それぞれの立場での考えを聞く。インタピュー内容を ICレコーダーで録

音したものを文字起こしし、三人の回答から支援の連携点・工夫可能性を探る。

学級担任は B中学校の勤務歴が 7年目。相談員は B中学校に支援員として 2年、相談員とし

て5年の、計7年の勤務である。

インタビュー内容は以下の通りである。

《学級担任のC先生へのインタビュー内容))

・最近は欠席が多いが本人・保護者と話ができているか

.家庭訪問・電話連絡等の頻度はどのぐらいか

-他職員との連携はどのようにとっているか

・支援するうえで困っていることはなにか

・学習室に求めることはなにか

・支援員に手伝えることはないか

《相談員Dさんへのインタピュー内容》

'Aさんの特徴の見立て
.A本人・保護者と話せているか

-支援するうえで困っていることはなにか

・他職員との連携はどのようにとっているか

.支援員に手伝えることはないか

(3)結果と考察

2人の支援者にインタピ、ューを行った結果、 2人の回答や発話から重要であると思われた箇所
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を、それぞれ担任と相談員の記録の中から抜き出すと、 fA本人の理解についてJfAの家庭に対

してのアプローチJf他職員との連携について」の 8つの領域に分けることができた。

担任と相談員が行っている支援は fA本人の支援」と「家庭への支援」の三つであり、その三

つは独立したものではなく、 fA本人の支援」が「家庭への支援」に繋がっていたり、「家庭への

支援」が fAへの支援」に直結していたりと、お互いが作用し合っている両輪であることが導き

出された。また、その 2つを繋ぐものとして「他職員の連携」がなされており、担任と相談員が

うまく連携しているからこそ、家庭への連絡を絶やすことなく行うことや、本人への支援に一貫

性を持たせることができており、支援の現状維持ができているものと思われる。

しかし、今のところ現状維持の状態で支援が止まってしまっており、今後の支援が見えていな

いことが事実であり、そのような状態を打開するためにも、学校での支援に限界がある状況では、

外部の機関に接続することも考える必要がある。現在の不登校の問題は学校のみで対応すること

が難しく、積極的に、より専門性の高い外部機関と連携して支援に当たっていくことも視野に入

れておくべきであると考える。

また、 B中学校で支援員として活動したことから、学校現場において支援員の役割が明確にさ

れていないという印象を受けた。職員も支援員に何をどこまでお願いしてよいのか分からず、支

援員もどこまで指導に介入してよいのか分からないと言った点や、教員によって支援員に積極的

に声をかけてお願いをする人とそうでない人がいる点もあり、もう少し役割を明確化し、共通理

解を持った方が良いのではないかと感じるところが何度もあったロ

現状で学校現場では担任と相談員に、「支援員としてできること・手伝えることはないか」と尋

ねたところ、両者とも「特にない」との回答であり、支援員が役に立てることはないかと思われ

たが、相談員が「今うまくやってくださっている」と回答しており、現状の、 Aとの関係づくり

の支援、学習支援、職員との連携等の支援が微力ながら役に立っていることがうかがえた。つま

り、いかにして現状の支援をより強固なものにしていくかということが、支援員の今後の課題に

なるのではないかと言える。

4.研究の成果

B中学校で支援員として活動する中で、対象生徒Aの支援については、再登校や教室復帰には

結びつけることはできなかったが、不登校生徒の支援に今後取り組む上で支援員にとって重要な

手がかりとして活用できる糸口が見いだされた。

第 1に、関係性を作りづらい不登校生徒であったとしても、彼ら彼女らと聞に共通の話題を持

っていることが関係作りに大きく影響するということである。本研究では対象生徒の教室復帰は

促すことができなかったが、登校頻度については大きく改善した時期があった。 Aの登校する日

を見ると、支援員として学校に入る日と重なっていることから、対象生徒Aとの聞に共通の趣味

があり、何度もコミュニケーションをとることができたことが、登校に影響を与えた可能性があ

る。

第 2に不登校生徒の登校のきっかけになりうる条件として、「気の合う他者」の存在が不登校

生徒のきっかけとなりうること、また，学校行事には比較的参加しやすいことが明らかになった。

支援者は，これらの条件を不登校生徒それぞれの実態に合わせて提供する必要があろう。
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第 3に、それぞれの支援者で支援内容に得手不得手があることを互いに認め合った上で連携の

あり方を探ることが必要であるということである。支援に関わる職員は複数いるが、それぞれの

立場で支援内容と頻度が大きく違っていることが明らかにされたことを受けて，それぞれの得意

分野を活かした活動を遂行できるようにするためにも、職員相互の連携は欠かせないものとなる

であろう。

5今後の展望

(1) 今後のAの支援

研究は 10月末で終了したが、 Aへの支援は引き続き行っていく。現状でAは殆ど登校できて

はいないが、担任や相談員は変わらず連絡を取っている状況が続いている。ここに介入すること

は難しいと思われるので、彼女が登校してきたときの支援に限られるであろうが、これまでの支

援で築き上げたAとの人間関係を維持しつつ、 3月に受験を控える彼女の進学のための支援が当

面する重要な課題の一つになるであろう。

(2)今後の不登校生徒に対応する支援員の在り方

不登校の生徒は，それぞれが異なった困難さを抱えており，どの生徒も長期的な支援が必要で

あるが，不登校の生徒として一括りに考えてしまうと同時に，問題を早期に解決しようとしてし

まいがちである。特に支援員という限定的な支援しか行うことのできない立場では，生徒の問題

を解決することを目的に活動することは一層困難であり，生徒にも無理な負担をかけてしまう恐

れもある。そのような立場で行える支援は， JlIJ室登校であっても登校すれば自分を理解してくれ

る人が学校にいると思えるような関係づくりである。そのため，生徒が別窒に登校してきた際は

学習指導等を通してだけでなく，休み時間等に積極的に別室を訪れ，雑談を通して少しずつ関係

を作っていくことが重要である。しかし，どの生徒にも支援者にも相性の合う，合わないがあり，

どうしても合わない相手がいるかもしれない。そういった場合に備え，担任や相談員などの固定

されたメンバーだけが支援にあたるのではなく支援員が入ることで，サポートの幅が広がるので

はないだろうか。
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